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駅周辺の整備計画 

上位計画 

瑞穂市ＪＲ穂積駅周辺整備基本計画 

ＪＲ穂積駅周辺整備検討委員会 
ＪＲ穂積駅周辺整備研究会 

岐阜都市計画区域マスタープラン 瑞穂市第 2 次総合計画 

瑞穂市都市計画マスタープラン 

瑞穂市ＪＲ穂積駅圏域拠点化構想 

みんなの「心」をつ・つ・む場所 ほづみのエキチカ 

～圏域のプラットホームとして ヒト・モノ・コトを つなぐ・つむぐ・むすぶ～ 

駅周辺に⼈が集まり交流できる環境整備と 
⽣活利便性向上による居住促進  

１．⽬的と位置付け 
本計画は、ＪＲ穂積駅周辺(以下「駅周辺」という。)の将来像の実現に向けて必要となるまち

づくりの⽅針や整備展開のあり⽅を明らかにすることを⽬的とします。 
策定にあたり、瑞穂市ＪＲ穂積駅圏域拠点化構想（以下「拠点化構想」という。）策定以降、

まちづくりに関する有識者・関係⾏政機関からなる「ＪＲ穂積駅周辺整備研究会」からの提⾔
や「ＪＲ穂積駅周辺整備検討委員会」を通じた地域からのご意⾒・ご意向を踏まえて、ＪＲ穂
積駅（以下「駅」という。）を中⼼とした都市拠点の形成に必要な基盤整備の計画をまとめます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．まちづくりの⽅針 
（１）まちづくりの⽬標 
 

 

 

将来的に⼈⼝減少・⾼齢化が進む中で、都市拠点であるＪＲ穂積駅周辺を中⼼に⽣活機能が
確保されたコンパクトなまちづくりを推進することにより、地域の活⼒を維持・持続していく
ことができます。そのためには、駅周辺に⼈を呼び込み活気を⾼めるとともに、駅周辺におけ
る居住を促進することが必要です。 

駅周辺に⼈を呼び込むためには、快適に駅周辺へアクセスすることができ、駅周辺に⼈が集
まる⽬的や場所があることが必要となります。さらに、集まった⼈が駅周辺にとどまることで、
交流やにぎわいが⽣まれます。ＪＲ穂積駅は学⽣が多く利⽤する駅でもあるため、駅に近接し
て学⽣や単⾝者を中⼼とした交流のあふれる環境の創出を⽬指します。 

また、駅周辺において快適な⽇常⽣活が送れる環境を整えることにより、駅周辺における居
住促進につながります。現在、駅周辺に居住している⽅も含め、あらゆる世代の⽅が落ち着き
のある豊かな⽣活を送れる環境の創出を⽬指します。  



 

 

 

 

① 多様な移動⼿段による（主）北⽅多度線からのアクセス性の向上 
② 主要な⽣活道路における交通機能の強化・分担 
③ 駅前広場の交通処理機能の向上及び円滑化 

（２）⽬標を達成するための整備⽅針 
１）駅や駅周辺への集散性の向上 

駅は、近隣市町からの利⽤もあり、利⽤者の移動⼿段は⾃家⽤⾞、バス、タクシー、⾃転
⾞、徒歩など多岐にわたるが、駅周辺の道路は幅員の狭い道路が多く、多様な移動⼿段が錯
綜し、渋滞等も発⽣しています。 

特に駅北側については、広域幹線道路である（主）北⽅多度線からのアクセス性に乏しく、
バスの乗り⼊れができない状況です。 

拠点化構想の実現にあたっては、駅周辺における集散性を向上させるため、駅利⽤者が駅
へアクセスしやすい環境、駅周辺の居住者がほかの地域へアクセスしやすい環境を整えるこ
とが必要です。 

 

 

 

 

 

２）活⼒のある駅前空間の創出 
駅は、通勤・通学のために多くの⽅が利⽤されています。 
しかし、駅周辺には地域住⺠が交流する場や買い物をする場、来街者が集まる場が少なく、

駅周辺を⽬的に⼈が集まる状況にありません。 
駅周辺を魅⼒的で⼈が多く集まる場とするため、駅周辺に⽇常利⽤される施設の⽴地や憩

い・にぎわいの場として様々な⽤途で利⽤可能な場の創出が必要です。 
 

 

 

 

 

３）快適な⽇常⽣活が送れるような⼟地利⽤の実現 
市の⼈⼝は増加傾向にありますが、駅周辺における増加率は低く、⽼年⼈⼝密度が他の地

域に⽐べ⾼い状況にあります。また、駅周辺の⼟地利⽤状況も住宅地が中⼼で、⽇常⽣活等
に必要な買い物等ができる商業施設の⽴地など商業系⽤途が充分に⽣かされておらず、⼤⼩
の駐⾞場が散在している状況にあります。 

持続的なまちづくりを⾏う上でも、若者を中⼼とした居住を促進し、駅を中⼼としたコン
パクトなまちづくりを実現するため、活⼒のある駅前空間の創出とともに、快適な⽇常⽣活
が送れる⼟地利⽤の実現と防災機能の向上が必要です。 

また、短期的に効果が発揮できるように⾝の丈に合った整備の検討が必要です。 
 

 

  

① 駅利⽤者や近隣住⺠等の⽬的地となるような施設・機能の⽴地 
   （商業・情報発信・福祉など） 
② 憩い・にぎわいの場となるイベント開催等も可能な空間の確保 

① 散在している低未利⽤地の集約等による⼟地利⽤転換の促進（駐⾞場等） 
② 多様な居住形態を受け⼊れられる住宅地の確保 
③ 既存道路における交通環境の改善（狭あい道路や⾏き⽌まり道路の解消など） 



 

３．⼟地利⽤の⽅針 

①商業・交流にぎわいゾーン 

⑤商店街ゾーン 

④居住ゾーン 

③駅前居住ゾーン 

②⾻格道路沿道ゾーン 

駅前広場に隣接し、⽣活に密着した商業機能や
情報発信、福祉等の都市機能を中⼼とした⼟地利
⽤を図ります。 

まちの⽞関⼝としてふさわしい魅⼒的な店舗や
中低層の共同住宅、交通関係施設等を中⼼とした
⼟地利⽤を図ります。 

「商業・交流にぎわいゾーン」に隣接して配置
し、⼀階部分が商業空間となる中低層の共同住宅
を中⼼とした⼟地利⽤を図ります。 

⼾建住宅を中⼼とした⼟地利⽤を図ります。 

マンポトンネルの南北に配置し、既存の商店街
を活かした⼟地利⽤を図ります。 

駅南北の駅前広場に、駅周辺の住⺠及び駅利⽤
者が憩い・にぎわいの場として様々な⽤途で利⽤
可能な広場空間を創出します。 

出典:北本らしい“顔”の駅前つくりプロジェクト 
   アーカイブログ 

出典:（⼀財）住宅⽣産振興財団 HP 

フレキシブルゾーン 



 

４．整備基本図（駅周辺の将来イメージ） 

  



 

 

 

５．整備の展開 
（１）整備の考え⽅ 

① 駅に⼈が集まり交流するための拠点機能を早期に発現させます。 
② 個々の事業相互の関連性を踏まえ、効率的に整備を進めます。 

（２）整備内容の整理 
１）駅周辺の将来イメージを具現化するための整備 

２）⼀体的に整備することが効果的な範囲 
駅周辺の将来イメージを具現化するためには、整備の考え⽅に即した重要度と優先度を考

慮した整備を⾏うことが必要で、まずは駅前広場の整備と駅へアクセスする⾻格道路の整備
に加え、それらの整備に影響する範囲と環境の改善※が望まれる範囲を⼀体的に整備するこ
とが効果的であると考えられます。 

その範囲は、それぞれの範囲が重なる区域として、ＪＲ東海道本線を境に駅南側をＡエリ
ア、駅北側をＢエリアと設定します。 
 

 

 

 

  

駅北側 駅南側 共通 

●駅前広場の再整備（フレキシブル 
ゾーン含む） 

●駅への向かう⾻格道路の整備 
●⾻格道路と併せた交差点の改良 
●堤防からのアクセス道路の確保 

●駅前広場の再整備（フレキシブル 
ゾーン含む） 

●東⻄⽅向における⾻格道路の強化 
●アクセスポイントの改良(別府交 

差点) 
●（⼀）穂積停⾞場線の改良 

●狭あい道路や⾏⽌り道路の解消 
●駅周辺にふさわしい⼟地利⽤を誘導 
●（主）北⽅多度線の改良 
●主要⽣活道路の機能強化 

一体的に整備することが効果的な範囲（エリア設定） 

※環境の改善：狭あい道路の解消、⽼朽化住宅等の更新 

駅前広場や骨格道路の整備に影響する範囲 

環境の改善が望まれる範囲  



（３）整備展開

①⼀体的に整備することが効果的な範囲としてＡエリア、Ｂエリアにおけるまちづくりの事
業化検討を進めます。特に、駅南側のＡエリアは、公共施設の⽴地状況や駅前広場への公
共交通の乗⼊れ状況から、駅周辺整備による利便性の向上と魅⼒の創出への即効性が⾼い
ため、早期に事業が促進できるような事業展開を図ります。

②Ａエリア、Ｂエリアに含まれないエリアは、緩やかに改善するエリアとし、計画の熟度が
⾼まった段階で、それぞれのエリアに即した整備を進めます。

なお、定期的なＰＤＣＡの実施により、社会情勢等による⾒直しを⾏いながら、事業を⾏
っていきます。

整備展開イメージ 

※上記エリアを問わず、局所的な修繕や将来的な整備効果を⾒据えた既存施設の改善につい
ては、必要に応じて実施していきます。（機能等改善事業）

計画熟度の⾼まり

緩やかに改善するエリア優先的に整備するエリア



６．ロードマップ 

短期(〜10 年)      中期(〜30 年)       ⻑期(〜50 年) 
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2022 
▼

事業化検討・合意形成 
事業実施 

＜凡例＞ ※上記エリアを問わず、局所的な修繕や将来的な整備
効果を⾒据えた既存施設の改善については、必要
に応じて実施していきます。（機能等改善事業）

瑞穂市ＪＲ穂積駅周辺整備基本計画【概要版】 
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2032 
▼

2052 
▼

2072 
▼

Ａエリア、Ｂエリアを中⼼に整
備をはじめ、駅周辺の⾻格を形
成することを⽬標とする。 

Ａ.Ｂエリアの整備が完了し、
拠点としての機能を整えるこ
とを⽬標とする。 

周辺地域がまちづくりを
はじめ、狭あい道路や⽼
朽 化 し た 建 物 が 解 消 さ
れ、まちの新陳代謝が上
がることを⽬標とする。 

︻
中
期
⽬
標
︼拠
点
の
実
現 

●駅前広場の整備
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合
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事
業
化
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●駅前広場の整備
●⾻格道路の整備
●駅前広場周辺、⾻格道路

沿道の市街地環境改善 
●堤防からのアクセス道路

の整備 

●駅前広場の
暫定整備

●⾻格道路の
暫定整備
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●(⼀)穂積停⾞場
線の整備

●(主)北⽅多度線
の整備

●市街地環境改善
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